
３．安定ﾖｳ素剤の事前配布・緊急配布

２．伊方地域の緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点及び一時移転等の実施

 愛媛県及び伊方町では、PAZ圏内住民を対象に住民説明会を開催し、安定ﾖｳ素剤の事前配布を実
施。今後も継続して説明会を複数回実施し、配布を行う。また、常設相談窓口を通じても配布を実施。

 なお、避難住民等に対する安定ﾖｳ素剤の緊急配布のための備蓄を実施。緊急配布は備蓄場所より
一時集結所等に設置する緊急配布場所に搬送の上、対象住民等に順次配布・調製を実施。

 今後、乳幼児向けｾﾞﾘｰ状安定ﾖｳ素剤の備蓄及び配布についても検討。

４．避難退域時検査場所の候補地の設定

 愛媛県及び山口県では、緊急時の避難を円滑に行うため、ＵＰＺ圏内人口等を考慮し、避難元市
町と各避難退域時検査場所の対応付けを行ったうえで、候補地をあらかじめ準備。
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伊方地域の緊急時対応（概要版） ⑥個別課題の検討状況

一時集結所等（計74箇所）

伊方町：4箇所

八幡浜市：31箇所

大洲市：23箇所

西予市：11箇所

宇和島市：3箇所

伊予市：1箇所

内子町：1箇所

救護所等（計2箇所）

上関町：2箇所

県及び市町職員により、安定ﾖｳ素剤の搬送を実施

※安定ﾖｳ素剤備蓄場所と一時集結所、救護所等が一部で
同施設内に存在

愛媛県：41箇所
丸剤897,000丸、粉末8,000ｇ

山口県：2箇所
丸剤2,000丸、粉末25ｇ

安定ﾖｳ素剤の緊急配布を実施

安定ﾖｳ素剤備蓄場所

地 域
住民数

（3歳以上の住民を対象）
配布者数

伊方
瀬戸（2地区） 5,163人 3,945人

＜PAZ圏における事前配布状況＞

検査場所 避難元市町

三崎港※1
伊方町※2

観光交流拠点施設佐田岬はなはな※1

しもなだ運動公園
伊方町※2、八幡浜市、
大洲市、伊予市

内子町役場内子分庁舎
大洲市、西予市、

八幡浜市、内子町、伊予市

新谷公民館
大洲市

菅田公民館

大成ふれあい広場 大洲市

清流の里 ひじかわ

八幡浜市、西予市野村ﾀﾞﾑ駐車場・
ほわいとﾌｧｰﾑ

ｺｽﾓｽﾎｰﾙ三間 宇和島市

内子PA
八幡浜市、大洲市、内子町

伊予灘SA

検査場所 避難元市町

上関町総合文化ｾﾝﾀｰ 上関町

山口県（1箇所）

※1:「三崎港」、「観光交流拠点施設佐田岬はなはな」は、三崎港から海路避
難を実施する際に使用

※2:伊方町は、PAZ及び予防避難ｴﾘｱに位置するが、放射性物質放出後に
避難を実施した住民は、当該検査の対象

愛媛県（12箇所）

１．大分県における避難先

 愛媛県から受入要請がなされた場合、大分県は各市町村・関係機関とともに受入調整を実施。
 大分県の受入準備が整った段階で、陸路避難ができなくなった住民は大分県への避難を開始。
 大分県では、あらかじめ避難受入市町村の災害状況等に応じた避難ｹｰｽ例を複数設定し、こ

れらの避難ｹｰｽ例を踏まえて柔軟に対応。
 海路による大分県への避難が困難な場合には、愛媛県手配の船舶により、愛媛県内等への

海路避難を実施。

PAZ

UPZ

（凡例）

：一時集結所、救護所等

：安定ﾖｳ素剤備蓄場所

PAZ

上関町総合文化ｾﾝﾀｰ

三崎港

観光交流拠点施設
佐田岬はなはな

しもなだ運動公園

内子町役場
内子分庁舎

内子PA

新谷公民館

菅田公民館
大成ふれあい広場

清流の里ひじかわ

野村ﾀﾞﾑ駐車場・
ほわいとﾌｧｰﾑ

ｺｽﾓｽﾎｰﾙ三間

伊予灘SAUPZ

【凡例】

：避難退域時検査場所候補地

中津市中津市

豊後高田市

杵築市

宇佐市

国東市

大分市

津久見市

日田市

竹田市 豊後大野市

九重町

玖珠町

姫島港中津港

別府港

姫島村

由布市

別府市

臼杵市

佐伯市

日出町 三崎港

佐伯港

佐賀関港

避難ｹｰｽ例1
（移動距離等を
考慮したｹｰｽ）
受入市町村：5市町

避難ｹｰｽ例2
（県北地域で
受入れるｹｰｽ）

受入市町村：6市町村

避難ｹｰｽ例3
（県南沿岸部地域で
受入れるｹｰｽ）
受入市町村：6市町

避難ｹｰｽ例4
（内陸部で
受入れるｹｰｽ）

受入市町村：6市町

大分県18市町村

＜安定ﾖｳ素剤の備蓄場所・緊急配布＞

松前町上関町

津久見港

臼杵港

 愛媛県及び山口県の既設のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ等については、そこで測定された実測値に基づいて迅
速に防護措置を講ずる区域を特定できるよう、一時移転等の実施単位毎に関連付けを行っている。


